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まえがき 
 

 

 
 令和元年6月2日、103チームの出場、制限時間内ゴール

(うち3チームは参考記録)にて全チーム完走しました。第

33回丹沢ボッカ駅伝競争大会を成功裡に閉幕させること

ができました。また今回は  チームに及ぶ参加申し込み

を頂きました。このことは、関係当局様をはじめ地元自治

会の皆様のご指導や、山小屋の皆様、役員のボランティア

を賜りました山岳関係者や市民の皆様のご協力の賜と、深

く感謝いたすとともに、謹んでお礼を申し上げます。 

 

 第33回大会の実施内容につきまして、以下の通り報告を

させていただきますので、ご高覧のほど、よろしくお願い

申し上げます。 

 

 弊実行委員会では来年も第33回大会を計画してまいりたいと決意いたしておりますところ、今後とも

格別のご指導を賜りますよう、切にお願い申し上げる次第です。 

 

令和元年6月吉日 
 

丹沢ボッカ駅伝競争大会 
会長    吉田 征雄 
実行委員長  新堀 昇 

 

実施報告 
 

件  名 第33回丹沢ボッカ駅伝競争大会 

実 施 日 令和元年6月2日〔日〕 

主  催 丹沢ボッカ駅伝競争大会実行委員会 

後  援 神奈川県、秦野市、秦野丹沢まつり実行委員会 
公財）神奈川県公園協会、公財）神奈川県公園協会秦野戸川公園、 
公社）神奈川県観光協会、公財）秦野市スポーツ協会、（一社）秦野市観光協会 
丹沢山小屋組合、日本赤十字社神奈川県支部 

開 催 地 神奈川県秦野市 

競 技 会 場 丹沢山塊 県立秦野戸川公園前～花立山荘間の大倉尾根登山歩道 

規  模 参加者約1000名（内訳：選手412名、選手応援150、役員183、その他観衆等を含まず ） 

選 手 状 況 チーム申し込み 103チーム、 チーム出場 103チーム            



開 会 式 競技開始に先立って、吉田大会会長の開会挨拶、高橋昌和 秦野市長の来賓挨拶のあと、招

待者の紹介があって、開会式を行った。 

大 会 概 要 丹沢ボッカ駅伝競争大会は、岳人の手作りによるユニークな山岳競技として第33回目を迎

えた。秦野市内・神奈川県内はもとより、近隣各都県などから集まった選手達により、丹

沢登山口の大倉にある「県立秦野戸川公園」前をスタートして、大倉尾根～堀山～花立ま

での登山コース（全長6,187m、標高差1,010m）を4区間に分けて１チーム4 人で規定の重量

の荷物（小石の袋詰め）を背負って１人１区間ずつリレーして運び上げ、その所要タイム

を競った。 

第33回大会に出場したチーム数の状況につきましては、表-１（次ページ）に示す通りです。 
 

表-1 出場チーム数の状況 

クラス名 チーム数 クラス名 チーム数 

A 40 kg 一般 11 B3 20 kg 高校生 3 

B1 20 kg 一般 71 C 10 kg   女子 18 
  

運 営 状 況 ボランティアにより地域の山岳関係者や市民のほか山小屋関係者の協力のほか、救護体制を

整えた。本部医師のほか日赤山岳奉仕団の協力をえて表‐2の役員構成で大会運営を行った。

表-2 役員構成 

区分 人数 区分 人数 

本部 大倉 25 三区中継点 堀山の家 36 

一区中継点 見晴茶屋 34 四区決勝点 花立山荘 37 

二区中継点 駒止茶屋 41 救護協力 日赤山岳奉仕団 10 

    （合計）  
 

交 通 安 全 県道706号の神奈中大倉バス停から大倉登山口の公道区間については、 道路使用許可 

第961号（秦野警察署 令和元年5月13 日付け）を取得し、本部役員により交通安全配備を

行った。 

救 護 状 況 大倉本部には医師による健康相談コーナー設置するとともに、中継点やコース上の救護に神奈

川県山岳赤十字奉仕団の協力をえた。万一の場合を想定してAED（自動体外式除細動器）を

配備（内1台は秦野消防署から借用）にて、救護体制を敷いた。 

大 会 結 果 競技終了後、表-3の表彰を行った。大会成績の詳細については添付資料を参照ください。
表-3 大会表彰の状況 

区分 賞名 第一位 第二位 第三位 

クラスA 秦野市議会議長賞 ゆるゆるﾊｲｶｰｽﾞ 草食動物 ｷﾀﾀﾝどかちん隊 

クラスB 秦野市長賞 HENTAI GEBOKU 青竹荘（青） 

クラスB3 大会会長賞 鎌倉学園Ａチーム 横浜修悠館高校横須賀 鎌倉学園Ｂチーム 

クラスC 秦野市観光協会長賞 ｱﾗｼﾞﾝ女子＃ﾚﾝﾚﾝ 南蛮女子 A ひとめぼれ 

区間最記録 区間賞楯 クラス毎の最高区間記録（大会記録を参照ください）を表彰 

その他 特別賞 最高齢選手（男女各1名）、その他、記念大会につき多数の賞品

の提供を受け、それらを特別賞とした。 

ラッキー賞 抽選にて賞品を配布 
 

供 応 １）競技終了後、下山した選手には主催者用意の「トン汁」が振舞われた。 
２）秦野酔心太鼓の太鼓演奏にてアトラクション 

関 連 行 事 大会実行委員会の運営行事として次の2件の行事を実施した。 
１）身近な水環境全国一斉調査参加（大会当日に併催） 
２）大倉尾根登山道補修（6月15日実施） 

添 付 資 料 １） 第31回丹沢ボッカ駅伝競争大会成績表 A4×8頁 

２） 身近な水環境全国調査参加 「川の水調査報告書」 A4×2 頁 

３） 登山道整備活動実施報告書 A4×1頁 

 


